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lakini tukingia katika Bwana if we come to the love of God and we have love 
of God we shall allow them
0 第一部
【例2】弔辞（エスタという女性の夫の葬儀にて）
ale mutiyo amache 《　》 ale Esther 《  》（中略） 
ata sisi to be kuzungika kabisa kwa hivyo nataka tu kuchukua 《  》（中略）
mutiyo kwa hivyo nasema pole mutiyo mising Esther




























































　K 聾学校の教員の多くは、上述した KISE の出身者が多い。K 聾学校には



















































































































































ale mutiyo amache《　》 ale Esther《   》kwa hivyo（中略） 
ata sisi to be kuzungika kabisa kwa hivyo nataka tu kuchukua《   》（中略）
mutiyo kwa hivyo ninasema pole mutiyo mising Esther（中略）
（2005 年 1 月、S 村にて）
　まず、2 行目では、ナンディ語と英語とスワヒリ語が「混ざった」状態で文

















































































　最後に、K 聾学校の卒業生 3 人きょうだいと、兄、弟 2 人の家でのおしゃべ
りの事例を取り上げよう。このときは、筆者と、母親、K 聾学校を卒業した姉















※発声を左側に、{ 手話 } および所作を右側に発話者ごとにそれぞれ配置した。
※斜体：ナンディ／ケイヨ語（32）、下線：スワヒリ語、通常書体：英語および人名







































































































※ X と Y は二人で服を売っていた。
A が左腕の上で右手の指を動かし「550」と示す。X は細い枝を用いて自分の
腕を引っ掻き、「580」という数字が白く浮き出た腕を見せた。A は再び「550」
と腕に示す。売り手も再び「580」と腕に書く。A は B に対し手話を使って「80
［ASL］」と言う（36）。（中略）
売り手が、腕に「560」と書いたが、A はまた「550」と示した。X は Y に何
か言おうとし、Y はそれに答える（37）。B が 500 シリング分の紙幣と 20 シリング
硬貨 3 枚を Y の手に乗せる。Y が金を数える。（中略）
B が「10」［KSL,KIE］と Y に言う。A が手のひらを上にした状態で腕を Y の
方に伸ばす。Y は、服を入れるビニルを B に渡す。B は再び「10」［KSL,KIE］
と Y に言う。B は Y の手元に手を伸ばす。Y の手のひらには小銭が多く乗って
いる。A と B が Y の手のひらに腕を伸ばし、小銭を指さす。A は「10［KSL,KIE］、
返して（38）」と言う。Y は X に「レテクミ lete kumi」（「10 シリングくれ」［スワ
ヒリ語］）と言う。B は X から 10 シリング硬貨を受け取る。
（2004 年 12 月 22 日、M 町にて）












　このやりとりに特徴的なことは、A の指が動いていく軌跡を行商人 X が「数
字」としてその場で同時にたどることができたということである（39） 。かつ、
その数字が意味するのは「服の値段」であるという相互了解に基づいてやりと



































































ロノームソフト“Metronome”を合わせてみたところ、1 分間にほぼ 60 拍の
一定のリズムを刻みつつやりとりが進行していた。母親が自分の体を触りなが









































































　K 聾学校では週に 1 度、全学級の子供たちが食堂に集められ、教員やゲスト
スピーカー（近所の教会の牧師やバイブルカレッジの学生など）が聖書の一節に











　2005 年 10 月 21 日の PPI の時間に、4 人の男の子と 2 人の女の子が前で祈

































































ムソフトを合わせたところ、概ね、1 分間に 103 拍くらいから 115 拍くらいの
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優秀な言語学者は、諸言語は動的であると分かっていて thou から you、
whilst から while を選別する。
マブダチは、自分の気分ぴったりに表現したいときにどの言葉を使えばいいか
心得ている。





































































































































筆者が調査を行った K 聾学校の前身は 1964 年から 1965 年の間に設
立されたようである（以上、MHH: 1965）。
　　2006 年時点で、K 聾学校には「低学年クラス」と呼ばれる前・初
等課程の学級 2 クラスと初等過程 1 年次から 3 年次までの計 5 クラ
ス、そして「高学年クラス」と呼ばれる 4 年次から 8 年次までの計
5 クラス、合計 10 クラスあった。子供たちは 6 歳から 18 歳くらい
までの計 100 名前後が在籍していた。教職員はおよそ 30 名前後で、
大半がカレンジン系だが、ルイヤ人やキシイ人の教員がいた。また、









































































（18）統語論的に言えば語順が英語ならば SVO のところが OSV にな
るといったケースがみられる。また英語では通例動詞や名詞として
使われる単語が、英文の手紙で接続詞的に使われることがある。例
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